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平
成
17
年
度
一
般
会
計
予
算

案
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
・
老

人
保
健
・
介
護
保
険
・
下
水
道

事
業
・
受
託
水
道
事
業
の
５
特

別
会
計
予
算
案
は
、
予
算
特
別

委
員
会
（
３
月
17
日
・
18
日
・

22
日
・
23
日
の
４
日
間
）
を
設

置
し
、
小
山
慣
一
委
員
長
（
自

民
・
市
民
ク
ラ
ブ
）
仲
隆
広
副

委
員
長
（
公
明
党
）
の
下
で
、

慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、

各
会
派
代
表
に
よ
る
討
論
（
予

算
案
に
対
す
る
意
見
表
明
）

が
行
わ
れ
た
後
、
一
般
会
計
と

国
民
健
康
保
険
・
下
水
道
事

業
・
受
託
水
道
事
業
の
３
特
別

会
計
予
算
案
は
賛
成
多
数
で
、

老
人
保
健
・
介
護
保
険
の
２
特

別
会
計
予
算
案
は
、
全
員
賛
成

の
生
命
・
身
体
お
よ
び
財
産
に

及
ぼ
す
被
害
に
対
し
て
、
市
・

市
民
・
事
業
者
等
が
一
体
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
明
ら

か
に
し
、
安
全
で
安
心
で
き
る

地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
、

そ
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
基

本
的
な
方
針
を
定
め
る
と
い
う

も
の
で
す
。

【
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
】

―
―
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
の
構
成
は
。

答
弁

現
在
、
同
協
議
会
の

組
織
等
の
規
則
を
検
討
中
。
構

成
は
公
募
に
よ
る
委
員
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
障
害
者
団
体
、

自
治
会
連
合
会
な
ど
で
、
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
た
い
。

―
―
こ
の
推
進
協
議
会
で
の

市
長
の
立
場
は
。

答
弁

市
民
関
係
団
体
が
参

加
す
る
協
議
会
で
、
現
段
階
で

は
構
成
員
と
な
る
考
え
は
な

い
。―

―
地
域
の
防
犯
に
関
す
る

活
動
を
自
主
的
に
行
う
方
へ
の

支
援
・
育
成
に
対
す
る
市
の
考

え
は
。

答
弁

市
民
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
、
互
い
に
責
任
を

持
ち
、
い
か
に
安
全
・
安
心
な

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か

が
、
最
初
の
一
歩
で
あ
る
。
今

後
の
推
進
協
議
会
の
開
催
、
ま

た
、
市
民
に
対
す
る
ア
プ
ロ
U

チ
な
ど
に
配
慮
し
て
い
き
た

い
。―

―
幼
児
・
児
童
・
高
齢
者

等
へ
の
安
全
対
策
は
。

答
弁

今
後
、
推
進
協
議
会

の
中
で
、
市
の
施
策
等
を
検
討

願
い
、
17
年
度
中
に
施
策
を
ま

と
め
た
い
。

平
成
17
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
28
日
の
27
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
東
久
留
米
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
は
じ
め
、
市
長
提
出
議
案
29
件
、

議
員
提
出
議
案
12
件
（
意
見
書
案
10
件
、
決
議
案
１
含
件
む
）、
請
願
７
件
、
陳
情
35
件
を
審
議
し

ま
し
た
（
結
果
は
、
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

一部オープンの黒目川親水広場（久留米西団地付近）

な
り
、
借
り
入
れ
を
除
い
た
比

較
で
は
、
20
億
121
万
４
千
円

（
3.4
％
）
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
で
は
、

市
税
収
入
が
前
年
度
比
0.3
％
の

減
、
地
方
交
付
税
・
臨
時
財
政

対
策
債
が
減
少
し
、
旧
滝
山
小

校
庭
を
売
却
す
る
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
で
の
歳
出

を
中
心
と
し
た
論
議
と
、
３
月

28
日
の
本
会
議
で
の
各
会
派
の

予
算
案
に
対
す
る
意
見
表
明
の

あ
ら
ま
し
は
、
３
面
か
ら
５
面

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
久
留
米
市
児
童
保
育
運
営

費
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、
３
月
14
日
の
厚
生

委
員
会
で
審
査
さ
れ
３
月
28
日

の
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
案
は
、
東
久
留
米
市
社
会

福
祉
審
議
会
子
育
て
支
援
部
会

の
報
告
お
よ
び
東
久
留
米
市
共

通
業
務
運
用
指
針
を
踏
ま
え
、

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
保
育

料
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。
内

答
弁

公
立
保
育
所
に
対
す

る
国
庫
補
助
の
一
般
財
源
化
等

に
よ
り
、
東
京
都
が
法
的
根
拠

が
な
い
と
し
て
、
補
助
金
を
打

ち
切
っ
た
中
で
、
安
定
的
な
保

育
サ
U
ビ
ス
を
ど
う
提
供
す
る

か
な
ど
を
考
慮
し
判
断
し
た
。

―
―
非
課
税
世
帯
の
低
所
得

階
層
に
対
す
る
保
育
料
負
担
は

厳
し
い
。
考
え
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁

応
能
負
担
の
原
則
の

状
況
が
あ
り
、
本
改
定
で
、
Ｂ

階
層
を
２
分
化
す
る
が
、
非
課

税
世
帯
の
中
で
も
、
ひ
と
り
親

世
帯
は
無
料
、
そ
の
他
の
世
帯

に
は
、
一
定
の
負
担
を
い
た
だ

く
判
断
を
し
た
。

―
―
今
後
の
保
育
料
改
定
の

考
え
は
。

答
弁

４
年
程
度
で
実
態
を

捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

定
例
会
最
終
日
の
３
月
28
日

に
市
長
陳
謝
（
市
立
幼
稚
園
に

か
か
る
一
連
の
市
長
の
不
適
切

な
発
言
）
の
後
、
提
出
者
を
含

む
３
名
の
議
員
か
ら
「
決
議
案

第
１
号

東
久
留
米
市
長
野
崎

重
弥
君
に
対
す
る
問
責
決
議

案
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
す
る
質
疑
は
な
く
、
討

論
の
後
、
採
決
し
た
と
こ
ろ
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

陳
謝
全
文
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。

な
お
、
問
責
決
議
文
の
詳
細

は
、
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
市
長
陳
謝
全
文
】

平
成
17
年
第
１
回
市
議
会
定

例
会
に
お
き
ま
し
て
、
市
立
幼

稚
園
に
係
る
一
連
の
私
の
不
適

切
な
答
弁
に
よ
り
ま
し
て
、
議

会
審
議
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
わ

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
申
す
ま

で
も
な
く
、
議
会
は
、
地
方
公

共
団
体
の
意
思
決
定
機
関
で
あ

り
ま
す
。
市
長
と
し
て
、
そ
の

機
能
を
十
分
尊
重
い
た
す
と
と

も
に
、
議
会
と
の
信
頼
関
係
の

確
立
が
市
民
の
負
託
に
応
え
る

私
の
職
責
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
こ

と
を
教
訓
と
し
て
深
く
脳
裏
に

刻
み
、
議
会
と
の
信
頼
関
係
の

確
立
と
市
政
運
営
に
誠
心
誠
意

尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
重
ね
て
お
わ
び
を
申

し
上
げ
、
市
議
会
並
び
に
市
民

の
皆
様
に
衷
心
よ
り
陳
謝
い
た

し
ま
す
。
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東
久
留
米
市
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
条
例
は
、
３
月
15
日

の
総
務
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

３
月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て

全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
案
は
、
東
久
留
米
市
が
将

来
に
わ
た
り
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
図
る
た
め
に
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。
内
容
は
、
市
民

東
久
留
米
市
ス
ポ
U
ツ
セ
ン

タ
U
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
は
、
３
月
15
日
の
文
教
委

員
会
で
審
査
さ
れ
、
３
月
28
日

の
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
案
は
、
東
久
留
米
市
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
等
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
ス
ポ

U
ツ
セ
ン
タ
U
の
管
理
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

で
き
る
よ
う
規
定
の
整
備
を
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

【
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
】

―
―
指
定
管
理
者
選
定
に
か

か
わ
る
審
査
委
員
の
構
成
と
審

査
の
あ
り
方
を
伺
う
。

答
弁

指
定
管
理
者
選
定
委

員
会
を
設
置
し
、
そ
こ
で
選
定

手
順
・
選
定
基
準
の
統
一
性
が

図
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
制

度
が
軌
道
に
乗
っ
た
後
は
、
所

管
部
署
で
選
定
す
る
方
向
に
見

直
す
予
定
。

―
―
市
が
運
営
費
補
助
を
し

て
い
る
団
体
が
、
指
定
管
理
者

に
応
募
し
た
場
合
の
取
り
扱
い

は
。答

弁

全
額
が
指
定
管
理
者

に
充
当
さ
れ
る
と
は
考
え
て
お

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
公
共
・
公

益
活
動
に
加
え
て
の
応
募
と
な

る
と
思
う
。
総
合
的
な
判
断
が

必
要
と
考
え
る
。

―
―
現
在
、
障
害
者
団
体
運

営
の
軽
食
コ
U
ナ
U
等
の
今
後

は
。答

弁

内
部
で
十
分
検
討
し

て
い
き
た
い
。

―
―
利
用
料
金
・
減
免
規
定

は
、
現
行
の
ま
ま
で
公
募
す
る

の
か
。

答
弁

昨
年
来
の
全
庁
的
な

見
直
し
の
検
討
結
果
に
よ
る
。

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
は
、

334
億
７
千
700
万
円
（
前
年
度
比

6.9
％
減
）
。
な
お
、
16
年
度
は
、

減
税
補
て
ん
債
（
個
人
住
民
税

減
税
に
伴
う
減
収
分
を
借
り
入

れ
た
お
金
）
の
借
換
分
を
含
ん

で
い
た
た
め
、
こ
れ
を
除
い
た

昨
年
度
と
の
比
較
で
は
、
４
億

６
千
780
万
円
（
1.4
％
）
の
増
。

５
特
別
会
計
を
含
め
た
総
額
で

は
、
601
億
１
千
559
万
７
千
円
と

容
は
、
保
育
料
を
実
質
5.91
％
引

き
上
げ
、
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
階
層

１
区
分
を
２
区
分
と
し
、
①
ひ

と
り
親
世
帯
は
無
料
、
②
そ
の

他
の
世
帯
は
、
３
歳
児
未
満
児

１
千
500
円
、
３
歳
以
上
児
１
千

円
の
負
担
を
願
う
と
い
う
も
の

で
す
。

【
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
】

―
―
社
会
福
祉
審
議
会
の
報

告
も
出
な
い
う
ち
、
保
育
料
の

値
上
げ
は
拙
速
で
は
な
い
か
。


